
分割 類似の「地域子育てサロン｣を分割し、ここ

では、開催場所ごとの利用状況を把握する設問に

変更 

分割 類似施設としてと「子育て地域サロン」詳

細を問う設問に分割 

推計上 

必要 

推計上 

必要 

２４ 

２５ 



追加 次世代育成支援計画での調査と比較可能

で、本市のこれまでの取り組みを踏まえた計画の

策定の資料としての必要性から追加 

２６ 

２７ 



推計上 

必要 

推計上 

必要 

設問文に、西宮市の現状を「該当する事業はありません。今後市内

に１～２ヶ所の限定的な設置が想定されます」と追加。 

２８ 
２９ 



推計上 

必要 

推計上 

必要 

病児・病後児保育の資料を掲載 

３０ 

３１ 



「できれば」を省く 

施設と居住地との距

離が利用の弊害にな

るかを把握する設問

を追加 

「３．休暇日数～」は選択肢としての意

図が明確でないので省く 

ニーズ把握の精度を高めるため「できれ

ば」を、希望程度の高さで選択項目を分割 

簡単な説明を設問文に追加 

推計上 

必要 

３２ 

３３ 



省く 事業形態

の希望を、計画作

成に活用する見

込みがないため

省く 

西宮市では実施してい

ない「4.夜間養護等事

業：トワイライトステ

イ」を省く 

問１１等との統一を図

るためベビーシッター

の表記に「居宅訪問型

保育」を追加 

推計上 

必要 

推計上 

必要 

３５ 
３４ 



推計上 

必要 

省く 量の見込みの補助資料としての意味づけがな

くなったことから、利用価値が見込めないため省く 

イ．の名称を本市の事業名

に変更 

利用説明を下部に追加 

３７ 

３６ 



「留守家庭児童育成

センター（学童保育）

に名称を整える 

 

児童館での実施はな

いので注釈を省く 

 

８．その他に障害の

ある子どもが利用で

きる「放課後等デイ

サービス」を追加 

問２６と問２７の内

容が低高学年時の違

いだけなので、高学

年を４・５・６年に

細分化し、一体とし

た設問に変更 

国の案では５歳以上限定であるが、希望の年齢別の傾向を把握

するため全員に対象を拡大（集計で、５歳児以上の把握は可能） 

推計上 

必要 

「留守家庭児童育成センター（学童保

育）の説明資料を追加 

３９ 
３８ 



低高学年別の設問を低

学年と４・５・６年の４

階層に細分化 

「留守家庭児童育成セ

ンター（学童保育）に名

称を整える 

低高学年別の設問を低

学年と４・５・６年の４

階層に細分化 

「留守家庭児童育成セ

ンター（学童保育）に名

称を整える 

４１ 
４０ 



４３ 
４２ 



 

統合 問30～30-7

を父母別に問う。

よりスムーズに回

答できるよう回答

形式を変更 

入所希望と入所の

タイミングについ

て、4月入所以外も

把握できるよう設

問を追加 

４５ 
４４ 



 

４７ ４６ 



 ４９ 

４８ 



 各施設・事業の利用料（子育てガイドから） 

私立幼稚園 

 各園で個別に設定されています。入園料が 30,000 円～130,000 円。保育料が月額 17,000 円～

30,000円。 

市立幼稚園  

 
認可保育所 

 

認定こども園 

 各園で設定されています。０～２歳は認可保育所と同じです。3歳～5歳は各園で設定されています。 

家庭保育所・保育ルーム 

 

５０ 



 
留守家庭児童育成センター 

 
 
ファミリー・サポート・センター 

 

病児・病後児保育 

 
子育て家庭ショートステイ 

 
※保育所の一時預かりは、1時間当たり400円～4時間当たり2,500円で、年齢区分、時間区分によ

り違いがあります。幼稚園の預かり保育についても、各園での設定になっています。 

５１ 



 - 1 - 

 

西宮市子ども・子育て支援事業計画作成のためのアンケート調査 

（小学生用） 

 

～調査ご協力のお願い～ 

 

皆様には日頃より市政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

本市では、次のページに掲載しております趣旨で、子ども・子育て支援事業に関する利用希望把握の

ためのアンケート調査を実施します。 

このアンケートは、市内の小学生のお子さんのいらっしゃるご家庭の中から無作為に選ばせていただ

いた1,500人の方にご協力をお願いしております。 

ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上

げます。 

 

平成 25年 10月 

西宮市長 河野 昌弘 

 

【ご記入に当たってのお願い】 

１．アンケートはお子さんの保護者の方がご記入ください。 

２．特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

３．回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字等をご記入いただく場合がございます。 

４．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので注意書きに従ってください。また「そ

の他」をお選びいただいた場合は、その後にある（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

５．設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きや矢印に従ってご回

答ください。特にことわりのない場合は、次の設問にお進みください。 

 

ご記入がすみましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて切手を貼らずに11月８日（金）ま

でにご投函ください。 

 

※本調査は、西宮市が下記調査会社に委託して実施しています。 
 

■調査主体・お問い合わせ先 

西宮市健康福祉局こども部子育て企画課 担当：森山（モリヤマ）、疋田（ヒキタ） 

電話：0798-35-3121  FAX：0798-35-5525 

■調査委託先 

三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社 善積（ヨシヅミ）、山田（ヤマダ） 

電話：06-7637-1460  FAX：06-7637-1479

資料５－２ 

５３ 
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 回答するに当たってお読みください  

 

西宮市では現在、「西宮市次世代育成支援行動計画」を定め、子どもの健全な成長やすべての家族の

子育てを支える環境づくりを推進しているところです。 

このたび、子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号）に基づく新たな子ども・子育て支援の

制度（以下「子ども・子育て支援新制度」といいます。）の下で、教育・保育・子育て支援の充実を図

るため、５年間を一期とする子ども・子育て支援事業計画を作成し、計画的に給付・事業を併せて実施

することとなりました（平成27年度から実施予定）。 

そこで、この計画で確保を図るべき教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を算出するため、また、

「西宮市次世代育成支援行動計画」に基づいて実施している事業の推進や改善を行うために、市民の皆

さんの教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を把握ことを目的と

して「就学前児童対象調査」と「小学校児童対象調査」を行います。 

 

なお、ここで回答していただいた内容（施設や事業の利用希望等）は、施設や事業の具体的な利用の

可否を確認・決定するものではありません。将来の利用希望を変更していただいて構いません。 

 

また、この制度は、以下のような考え方に基づいています。 

 

● 子ども・子育て支援新制度は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変化に対応し

て、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社

会を実現することを目的としています。 

● 子どもの成長においては、乳児期におけるしっかりとした愛着形成を基礎とした情緒の安定や他

者への信頼感の醸成、幼児期における他者との関わりや基本的な生きる力の獲得、学童期における

心身の健全な発達を通じて、一人ひとりがかけがえのない個性ある存在として認められるとともに、

自己肯定感を持って育まれることが重要です。子ども・子育て支援新制度は、社会全体の責任とし

て、そのような環境を整備することを目指しています。 

● 子ども・子育て支援は、以上のような考え方をもとに、保護者には子育てについての第一義的責

任があることを前提としつつ、保護者が子育てについての責任を果たすことや、子育ての権利を享

受することが可能となるような支援を行うものです。 

地域や社会が保護者に寄り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげることを通じて、

保護者が自己肯定感を持ちながら子どもと向き合える環境を整え、親としての成長を支援し、子育

てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるような支援を目指しています。 

５４ 
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（用語の定義） 

この調査票における用語の定義は以下のとおり 

 

・幼 稚 園：学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設（学校教育法第22条） 

・保 育 所：児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設 

  （児童福祉法第39条） 

・認定こども園：幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、保育等の総合

的な提供の推進に関する法律第２条第６項） 

・子 育 て：教育・保育その他の子どもの健やかな成長のために行われる支援 

・教 育：問８までにおいては家庭での教育を含めた広い意味、問９以降においては幼児期の学

校における教育の意味で用いています 

５５ 
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問１ お住まいの小学校区はどこですか。当てはまる答えの番号1つに○をつけてください。 

 １． 浜脇 ２． 西宮浜 ３． 香櫨園 ４． 安井 

 ５． 夙川 ６． 北夙川 ７． 苦楽園 ８． 大社 

 ９． 神原 10． 甲陽園 11． 広田 12． 平木 

 13． 甲東 14． 上ヶ原 15． 上ヶ原南 16． 段上 

 17． 段上西 18． 樋ノ口 19． 高木 20． 瓦木 

 21． 深津 22． 瓦林 23． 上甲子園 24． 津門 

 25． 春風 26． 今津 27． 用海 28． 鳴尾 

 29． 南甲子園 30． 甲子園浜 31． 高須 32． 高須西 

 33． 鳴尾東 34． 鳴尾北 35． 小松 36． 山口 

 37． 北六甲台 38． 名塩 39． 東山台 40． 生瀬 

小学校区がわからない方は、送付封筒の宛名シールに校区名が記載されていますのでご参照ください。 

 
 
 

問２ 宛名のお子さんの生年月を（  ）内に数字でご記入ください。 

 西暦（    ）年（    ）月生まれ 

問３ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。いらっしゃる場合は、宛名のお子さんを

含めた人数を(  )内に数字でご記入ください。お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子
の方の生年月をご記入ください。 
１．いない 

２．い る 

きょうだい数（   ）人  末子の生年月 西暦（    ）年 （   ）月生まれ 

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．母親          ２．父親          ３．その他（          ） 

問５ この調査票に回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはまる番号１つに○

をつけてください。 

１．配偶者がいる           ２．配偶者はいない 

問６ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関

係で当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．父母ともに  ２．主に母親  ３．主に父親  4．主に祖父母  ５．その他（      ） 

 

お住まいの地域についてうかがいます。 

封筒の宛名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。 

推計上 

必要 

推計上 

必要 

推計上 

必要 

推計上 

必要 

推計上 

必要 

５６ 
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問７ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに○をつけて

ください。 
１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

5．いずれもいない 

問７で「１．」または「２．」に○をつけた方にうかがいます。 

問７－１ 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。当てはまる番号

すべてに○をつけてください。 

１．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもを

みてもらえる 

２．祖父母等への負担が大きく心配である 

３．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

４．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

５．その他（                             ） 

問７で「３．」または「４．」に○をつけた方にうかがいます。 

問７－２ 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみて

もらえる 

２．友人・知人への負担が大きく心配である 

３．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

４．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

５．その他（                             ） 

子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます。 

⇒ 問７－1へ 

⇒ 問７－2へ 

⇒ 問８へ 

５７ 
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問８ 子育てに関して不安や負担等を感じますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．非常に不安や負担を感じる ２．なんとなく不安や負担を感じる 

３．あまり不安や負担等は感じない ４．まったく感じない 

５．なんともいえない 

問８－１ 子育てに関して、日頃悩んでいること、また気になることはどのようなことですか。当てはま

る番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもの発育・発達に関すること ２．食事や栄養に関すること 

３．育児の方法がよくわからないこと ４．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

５．子どもの病気や障害に関すること ６．話し相手や相談相手がいないこと 

７．子どもとの時間を十分にとれないこと ８．近所に子どもの遊び友だちがいないこと 

９．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 10．登園拒否等の問題について 

11．友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること 

12．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと 

13．子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと 

14．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

15．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場等まわりのみる目が気になること 

16．子どもを叱りすぎているような気がすること 

17．その他（        ） 

問８－２ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や場所はありますか。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．あり  ⇒ 問８－3へ         ２．なし 

問８－２で「1．あり」に○をつけた方にうかがいます。 

問８－３ お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。当て

はまる番号すべてに○をつけてください。 

１．家族 ２．祖父母等の親族 

３．友人や知人 ４．近所の人 

５．職場の人 ６．子育て支援施設（児童館等） 

７．保健所・保健福祉センター ８．幼稚園・保育施設等 

９．民生委員・児童委員 10．かかりつけの医師 

11．自治体の子育て関連担当窓口 12．インターネット・SNS 

13．その他（            ） 

 

子育ての不安についてうかがいます。 

５８ 
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問９ 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

(1)母親 【父子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけて、さらにそれぞれの質

問にもお答えください。※保護者が父母でない場合は、主にお子さんをみていらっしゃる方についてお答え

ください。※時間は必ず（例）８時～１８時のように 24時間制でお答えください。 

１． フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

 １週当たり（   ）日    １日当たり（   ）時間 

最も多いパターンと変則的な勤務の有無をお答えください 

・家を出る時間（   ）時     帰宅時間（     ）時 

・変則的な勤務（１．あり  ２．なし） 

２． フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３． パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

 １週当たり（   ）日    １日当たり（   ）時間 

最も多いパターンと変則的な勤務の有無をお答えください 

・家を出る時間（   ）時     帰宅時間（     ）時 

・変則的な勤務（１．あり  ２．なし） 

 ⇒フルタイムへの転換希望はありますか 

１）フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２）フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３）パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４）パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

４． パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中である 

 ⇒フルタイムへの転換希望はありますか 

１）フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２）フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３）パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４）パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

５． 以前は就労していたが、現在は就労していない 

 ⇒就労したいという希望はありますか 

 １）子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２）1年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい 

３）すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 ⇒希望する就労形態 

ア．フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週当たり（   ）日  １日当たり（   ）時間 

６． これまでに就労したことがない 

 ⇒就労したいという希望はありますか 

 １）子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２）1年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい 

３）すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 ⇒希望する就労形態 

ア．フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週当たり（   ）日  １日当たり（   ）時間 

宛名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 

５９ 

推計上 

必要 
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(2)父親 【母子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけて、さらにそれぞれの

質問にもお答えください。※時間は必ず（例）８時～１８時のように24時間制でお答えください。 

 
１． フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

 １週当たり（   ）日    １日当たり（   ）時間 

最も多いパターンと変則的な勤務の有無をお答えください 

・家を出る時間（   ）時     帰宅時間（     ）時 

・変則的な勤務（１．あり  ２．なし） 

２． フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３． パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

 １週当たり（   ）日    １日当たり（   ）時間 

最も多いパターンと変則的な勤務の有無をお答えください 

・家を出る時間（   ）時     帰宅時間（     ）時 

・変則的な勤務（１．あり  ２．なし） 

 ⇒フルタイムへの転換希望はありますか 

１）フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２）フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３）パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４）パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

４． パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中である 

 ⇒フルタイムへの転換希望はありますか 

１）フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２）フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３）パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４）パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

５． 以前は就労していたが、現在は就労していない 

 ⇒就労したいという希望はありますか 

 １）子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２）1年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい 

３）すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 ⇒希望する就労形態 

ア．フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週当たり（   ）日  １日当たり（   ）時間 

６． これまでに就労したことがない 

 ⇒就労したいという希望はありますか 

 １）子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２）1年より先、一番下の子どもが（   ）歳になったころに就労したい 

３）すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 ⇒希望する就労形態 

ア．フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週当たり（   ）日  １日当たり（   ）時間 

６０ 
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問１０ 宛名のお子さんは、平日の放課後や休日等は、どのように過ごしていますか。下の表から「誰と」

「どこで」の組み合わせで主なもの２つまで選んでそれぞれご記入ください。 

１ ２ 
 

誰と どこで 誰と どこで 

平日の放課後     

土曜日     

日曜日     

 

【誰と】 

ア．ひとりで 

イ．きょうだいと 

ウ．友だちと 

エ．保護者や祖父母（大人）と 

オ．地域の人と 

カ．その他  

【どこで】 

①公園で 

②自分の家で 

③友だちの家で 

④児童館や図書館、公民館など公共の施設で 

⑤学習塾や習い事教室で 

⑥留守家庭児童育成センターで※１ 

⑦放課後子ども教室※２ 

⑧その他 

※１「留守家庭児童育成センター」については、下に説明を掲載しています。 

※２「放課後子ども教室」は地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文

化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。 

宛名のお子さんの放課後や休日の過ごし方についてうかがいます。 

６１ 
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問１１ 宛名のお子さんの放課後の過ごし方について、どのようなことを望みますか。低学年のときと高

学年のとき、それぞれについて、選択肢から主なものの番号を２つまで選び、欄にご記入ください。

あて名のお子さんが低学年の場合は、高学年になったときの希望を、高学年の場合は、低学年だっ

たときの希望をお答えください。 
 

 
 
 
 

１．留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用したい ２．スポーツなどの活動をさせたい 

３．文化的な習い事をさせたい ４．広いグランド等で自由に遊ばせたい 

５．学習塾に通わせたい ６．宿題をしたり友だちと遊んだりさせたい 

７．その他（          ）  

 

問１２ あなたが、子どもの遊び場について望ましいと思うことは何ですか。当てはまる番号すべてに○

をつけてください。 

１．近くにあること ２．雨の日に遊べること 

３．思い切り遊ぶために十分な広さがあること ４．遊具等の種類が充実していること 

５．のびのび自由に遊べること ６．緑などの自然が多いこと 

７．犬や猫のフンがなく、不衛生でないこと ８．同じ歳くらいの遊び仲間がいること 

９．安心して遊べること 10．特に望むことはない 

11．その他（              ） 
 

低学年のとき 

＊お子さんが高学年の場合は、低学年

だったときの希望をお答えください 

 高学年のとき 
＊お子さんが低学年の場合は、高学年に

なったときの希望をお答えください 

     

６２ 
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※留守家庭児童育成センター（学童保育）の説明は９ページにあります。 

問１３ 平日、土曜日に、宛名のお子さんは留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用されています

か。いずれかに１つに○をつけてください。 

 
利用の有無 
（１つに○） 

利用時間 
（９時～１８時のように２４時間制で記入） 

１．週４日以上利用している 

２．週１～３日利用している 

下校時から 

［   ］時 ［   ］分まで 
平

日 

３．利用していない  

１．ほぼ毎週利用している 

２．月に１～２日利用している 

［   ］時 ［   ］分から 

［   ］時 ［   ］分まで 
土

曜
日 

３．利用していない  

問１３で 平日の「1.」または「2.」に○をつけた方にうかがいます。 

問１３－１ 平日に留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用されている理由についてうかがいます。

主な理由として当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもの教育や発達のため 

２．保護者が現在就労している 

３．保護者が就労予定がある／求職中である 

４．保護者が家族・親族などを介護している 

５．保護者が病気や障害がある 

６．保護者が学生である 

７．その他（                      ） 

問１３－２ 現在通っている留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用してよかったと感じることは

ありますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもの成長につながった 

３．異年齢の子どもと交流できた 

５．親どうしの交流が深まった 

２．友だち（子ども）と遊べる機会ができた 

４．安心して就労ができた 

６．その他（            ） 

問１３－３ 現在通っている留守家庭児童育成センター（学童保育）に対して要望はありますか。当ては

まる番号すべてに○をつけてください。 

１．利用時間を延長してほしい 

３．施設・設備を改善してほしい 

５．現在のままでよい 

２．日曜日・祝日も開設してほしい  

４．保育内容を工夫してほしい 

６．その他（            ）  

問１３－３で、「１．利用時間の延長」を希望された方にうかがいます。 

問１３－４ 延長を希望されるのは、どの時間帯ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。

また、具体的な延長希望時間を、数字でご記入ください。 

１．月から金までの終了時刻を延長して欲しい［   ］時 ［   ］分までに 

２．土曜日の開始時刻をもっと早くして欲しい［   ］時 ［   ］分からに 

３．土曜日の終了時刻を延長して欲しい［   ］時 ［   ］分までに 

４．夏休みの長期休暇中の開始時刻をもっと早くして欲しい［   ］時 ［   ］分からに 

宛名のお子さんの留守家庭児童育成センター（学童保育）の 

利用状況や今後の利用意向についてうかがいます。 

推計上 

必要 

６３ 
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すべての方にうかがいます。 

問１４ 現在、利用している、利用していないにかかわらず、宛名のお子さんは、平日、土曜日、日曜日・

祝日に、留守家庭児童育成センター（学童保育）の利用を希望されますか。それぞれ１つに○をつ

けてください。※９ページの説明のように、入所要件があります。 

 
利用の希望の有無 
（１つに○） 

利用希望時間 
（２４時間制で記入） 

利用希望の学年 
（１つに○） 

１．週４日以上利用したい 

２．週１～３日利用したい 

下校時から 

［   ］時 ［   ］分まで 

（ １ ・ ２ ・ ３  

 ４ ・ ５ ・ ６ ）年生 

まで利用したい 
平

日 

３．利用希望はない   

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月に１～２日利用したい 

［   ］時 ［   ］分から 

［   ］時 ［   ］分まで 

（ １ ・ ２ ・ ３  

 ４ ・ ５ ・ ６ ）年生 

まで利用したい 

土

曜

日 

３．利用希望はない   

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月に１～２日利用したい 

［   ］時 ［   ］分から 

［   ］時 ［   ］分まで 

（ １ ・ ２ ・ ３  

 ４ ・ ５ ・ ６ ）年生 

まで利用したい 

日

曜

日

・ 

祝

日 ３．利用希望はない   

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月に１～２日利用したい 

［   ］時 ［   ］分から 

［   ］時 ［   ］分まで 

（ １ ・ ２ ・ ３  

 ４ ・ ５ ・ ６ ）年生 

まで利用したい 

 夏 
長 休 
期 み 
休 な 
暇 ど 
中 の ３．利用希望はない   

問１４で 平日の「1．」または「2．」に○をつけた方にうかがいます。 

問１４－１ 平日に留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用したい理由についてうかがいます。主

な理由として当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもの教育や発達のため 

２．保護者が現在就労している 

３．保護者が就労予定がある／求職中である 

４．保護者が家族・親族などを介護している 

５．保護者が病気や障害がある 

６．保護者が学生である 

７．その他（                   ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

推計上 

必要 
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問１５ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと思うも

のをお答えください。1)～19)の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて「はい」「いいえ」のいずれ

かに○をつけてください。 

 
Ａ 

知っている 

Ｂ 

これまでに利用 

したことがある 

Ｃ 

今後利用したい 

1）乳幼児健康診査 

（4ヶ月、10ヶ月、１歳６ヶ月、3歳児） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

2）乳幼児等医療費の助成 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

3）保健福祉センターの情報・相談･講座 

（妊産婦・乳児健康・発達相談等、離乳食講座等） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

4）西宮こども家庭センター（児童相談） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

5）家庭児童相談室（市の児童相談） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

6）子育てひろば（地域子育て支援拠点事業） 

（子育て総合センター、児童館、大学における親子交流や情報提供など） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

7）保育所での子育て支援事業 

（育児相談、短期体験保育、園庭開放等） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

8）幼稚園での子育て支援事業 

（子育て講座、育児相談、園庭開放等） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

9）公民館における子育て支援事業 

（家庭教育講座、講演会等） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

10）発達や療育に関する相談事業 

（わかばエール、障害者総合支援センターにしのみや、あんしん相談窓口など） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

11）障害のある子どもの通園事業や各種支援事業 

（わかば園、北山学園、その他障害児通所支援など） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

1２）子育て総合センター（津田町） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

1３）みやっこキッズパーク（芦原町） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

1４）児童館・児童センター はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

1５）移動児童館（公民館で開催） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

1６）子育て地域サロン 

（社会福祉協議会分区のボランティアによる子育て支援事業） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

1７）育児支援家庭訪問事業 

（特別な支援が必要な家庭へのヘルパー派遣） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

1８）ファミリー・サポート・センター はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

１９）にしのみや子育てガイド・子育て便利マップ・父

子手帳の冊子やホームページ等による情報提供 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

子育て支援サービスの認知度・利用意向についてうかがいます。 

６５ 
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問１６ 子育て支援でもっと力をいれてほしいものは何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

１．安心して出産できる医療体制の充実 

２．親子が安心して集まれる身近な交流の場や機会の提供 

３．子育てに困った時に相談したり情報が得られる場の充実 

４．安心して子どもが医療機関にかかれる体制の整備 

５．子どもだけで安心して遊べる場所づくり 

６．親子で楽しめる観劇、音楽会等の文化事業の充実 

７．障害のある子どもや発達・発育に不安のある子どもの支援体制や相談窓口の充実 

８．再就職するための保育サービスの充実 

９．残業時間の短縮や休暇、育児休業、介護休暇の取得促進など企業に対する働きかけ 

10．子育てサークルへの支援 

11．子どもに関する行政サービスの総合窓口の充実 

12．公園や歩道の整備 

13．児童手当の充実 

14．家事・育児支援サービスの充実（ヘルパー派遣など） 

15．その他（                       ） 

６６ 
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問１７ 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。母親、

父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけ、該当する（  ）内に数字をご記入くだ

さい。また、取得していない方はその理由をご記入ください。 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

３．取得していない  

   ⇒ 

 

 

 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

３．取得していない 

⇒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１７で「２．取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。 

問１７－１ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

 （１）母親 （２）父親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した 

  

 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前6週間、産後8週間）を取得できることを知らず、退職した 

15．その他（                                     ） 

すべての方に、育児休業や短時間勤務制度など職場の 

両立支援制度についてうかがいます。 

取得していない理由（下から番号を選
んでご記入ください）（いくつでも） 

取得していない理由（下から番号を
選んでご記入ください）（いくつでも） 

６７ 



 - 16 -

問１８ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 

   
   
   
   
   
   

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

 

なお、宛名のお子さんが小学4年生～6年生の場合は、 

次のページの質問へお進みください。 

 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 

６８ 
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10．特に望むことはない 

 

 

 

 

 
 
 

問１９ 放課後
ほ う か ご

は何をして遊ぶことが多いですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．学校で遊んでいる ２．本を読んでいる 

３．公園で遊んでいる  ４．友だちの家で遊んでいる 

５．スポーツ活動をしている ６．外で遊んでいる 

７．児童館で遊んでいる ８．テレビを見ている 

９．ゲームをしている 10．自宅できょうだいと遊んでいる 

11．その他（               ） １2．習い事や 塾
じゅく

などで遊ぶ時間はない   

問２０ あなたは留守
る す

家庭
か て い

児童
じ ど う

育成
いくせい

センター（学童
がくどう

保育
ほ い く

）を利用しましたか。いずれかに１つに○をつけ

てください。 

１．利用している（利用していた） ２．利用していない 
 

問２０で「１.利用している（利用していた）」と回答した方にうかがいます。 

問２０－１ 留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用してどのように思いましたか。当てはまる番

号すべてに○をつけてください。 

１．楽しかった 

３．いろいろな遊びができた 

５．その他（          ） 

２．いろいろな学年の友だちと遊べた 

４．特にない 

６．わからない 

問２０－２ あなたは高学年になっても留守家庭児童育成センター（学童保育）を利用したいと思います

（思いました）か。いずれかに１つに○をつけてください。 

１．利用したい ２．利用したくない 

 
 

ここからはあて名のお子さん（小学４年生～６年生）ご本人がお答えください。 

日ごろの学校生活や放課後・休日のすごし方についておうかがいします。 

６９ 
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問２１ 今住んでいるところは遊び場が多いですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．多い ２．どちらともいえない 

３．公園などはあるがしたい遊びができない ４．少ない   

 

問２２ 近くにあったらよいと思う遊び場などはどのようなものですか。当てはまる番号すべてに○をつ

けてください。 

１． ジャングルジムやブランコなどの遊具がある公園 

２． 子どもどうしの仲間づくりのためのサークルやクラブ活動ができるところ 

３． 木登りや泥
どろ

んこ遊びなどができる広場  

４． ボール遊びや鬼
おに

ごっこができる空き地や原っぱ  

５． 小動物や昆虫
こんちゅう

とふれあうことのできるところ 

６． プールやグラウンドなどのスポーツ施設
し せ つ

  

７． 子どもが放課後などに集まって、子どもどうしで自主活動などができるところ 

８． いろんな図書を自由に読むことができるところ 

９． 自習ができ、分からないところがあれば教えてもらえるところ 

10． 工作など、もの作りの体験ができる講座
こ う ざ

があるところ  

11． 英会話やパソコンなど役に立つ講座
こ う ざ

があるところ 

12． 道具があり、遊び方を教えてくれる先生のいるところ 

13． 学年が違
ちが

う友だちどうしが交流
こうりゅう

できるところ  

14． 子ども自身の悩
なや

みなどを聞き、相談にのってくれるところ  

15． 障
しょう

がいの状 況
じょうきょう

にあわせて職員
しょくいん

やボランティアが付き添
そ

ってくれるところ  

16． 正しい行儀
ぎょうぎ

作法
さ ほ う

を教えてくれるところ  

17． 子ども向けの映画
え い が

や劇
げき

が見られるところ  

18． その他（                            ） 

19． 特にない 

20．わからない 

 

あなたの身の回りの遊び場やその環境についておうかがいします。 

７０ 



調査項目比較 

①利用希望把握調査（ニーズ調査）項目 ※設問番号網掛けは国が指定した「量の見込みの推計上必要な項目」を示す。 

設問群 
就学

前版 

小学

生版 
設問内容 

国の

案 

次世

代 23 

次世

代 21 

居住地域 1 1 居住地校区 ■ ■ ■ 

2 2 子どもの生年月 ■ ■ ■ 

3 3 子どもの人数、末子の生年月 ■ ■ ■ 

4 4 回答者 ■ ■  

5 5 配偶者の有無 ■   

家族の状況 

6 6 主な子育て者 ■ ■ ■ 

7 7 子どもをみてもらえる親族・知人の有無 ■  ■ 

7_1 7_1 祖父母等の親族にみてもらっている状況 ■  ■ 
育ちをめぐ

る環境 
7_2 7_2 友人・知人にみてもらっている状況 ■  ■ 

8 8 子育てに関する不安や負担の感じ方  ■ ■ 

8_1 8_1 悩んでいること、気になること  ■ ■ 

8_2 8_2 気軽に子育ての相談ができる人の有無 ■   

子育ての不

安 

8_3 8_3 子育てについての相談先（誰・どこ） ■ ■ ■ 

保護者の就

労状況 

9 9 （父母ごと）保護者の就労の有無、週就労日数と日就

労時間、家を出る時刻、帰宅時刻、フルタイム就労へ

の転換希望の有無と見込み＜小問を統合して表組に＞ 

■ ■ ■ 

10  定期的な教育・保育事業の利用の有無 ■ ■ ■ 

10_1  定期的に利用している教育・保育事業内容 ■  ■ 

10_2  定期的に利用している教育・保育事業の現在の利用日

数時間 
■  ■ 

10_3  実施場所が居住行政区内か他行政区か ■  ■ 

10_4  利用している理由 ■  ■ 

10_5  利用していない理由 ■  ■ 

11  現状に関わらず利用したい事業 ■  ■ 

11_1  利用したい事業の希望利用日数時間 ■   

11_2  実施場所は居住行政区内か他行政区か ■   

平日の定期

的な教育・

保育事業の

利用状況 

11_3  事業選択の理由   ■ 

12 15 地域の子育て支援事業の認知・経験・希望 ■ ■ ■ 

13  地域子育て支援事業の｢子育てひろば｣の利用頻度状況 ■  ■ 
13_1  地域子育て支援事業の利用希望と頻度 ■  ■ 

14  類似事業の｢地域サロン｣の利用頻度状況 ■  ■ 

地域の子育

て支援事業

の利用状況 

15 16 もっと力を入れて欲しい子育て支援  ■ ■ 

16  土曜日と日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利

用希望。有無と頻度 
■  ■ 

16_1  僅頻度利用希望の理由 ■  ■ 

17  幼稚園利用者の長期休暇期間中の教育・保育事業利用

希望。有無と頻度 
■   

土曜・休日や

長期休暇中

の「定期的」

な教育・保育

事業の利用

希望 17_1  僅頻度利用希望の理由 ■   

18  １年間の病気・ケガによる定期的な教育・保育事業が

利用できなかった経験の有無 
■  ■ 

18_1  利用できなかった時の対処の方法と日数 ■  ■ 

18_2  その際の「病児・病後児のための保育施設」利用希望の有無 ■  ■ 

18_3  「病児・病後児のための保育施設」利用希望の事業形態 ■  ■ 

18_4  利用希望しない理由 ■   

18_5  父母休暇取得による看護希望の有無 ■   

病気の際の

対応 

18_6  休暇取得による看護を希望しない理由 ■  ■ 

資料５－３ 
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調査項目比較 

設問群 
就学

前版 

小学

生版 
設問内容 

国の

案 

次世

代 23 

次世

代 21 

19  私用・親の通院・不適の就労等の目的で不定期に利用

している一時預り等 
■  ■ 

19_1  利用していない理由 ■   

20  利用希望。理由と日数。 ■  ■ 

不定期の教

育・保育事

業や宿泊を

伴う一時預

かり等 
21  保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）

による泊を伴う預ける事態発生の有無と対処方法 
■  ■ 

22 13 低学年就学時、４・５・６年時の放課後の過ごし方の見込み。

居場所と頻度。 
■  ■ 

23 11 

14 

放課後児童クラブ利用希望者の土曜日と日曜日・祝日

の利用希望。有無と利用時間。 
■   

小学校就学

後の放課後

の過ごし方 
24 14 長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望。低高

学年別の利用希望の有無と利用時間。 
■   

25 17 父母ごとの育児休暇取得の有無、取得していない場合

はその理由。 
■ ■ ■ 

25_1  育児休業給付、保険料免除の制度認知 ■   

職場の両立

支援制度 

25_2 17_1 

 

育児休業後の、職場復帰の状況、職場復帰した場合の、

保育所入所タイミング、職場復帰時期の実際と希望、

３歳までの育児休暇制度がある場合の取得希望期間、

希望の時期に職場復帰しなかった理由、育児休業後の、

職場復帰時の短時間勤務制度の利用の有無、短時間勤

務制度を利用しなかった理由、必ず利用可能な保育事

業がある場合の、育児休業中からの職場復帰希望時期

＜小問を統合して表組に＞ 

■  ■ 

全 般 26 18 教育・保育・子育て環境・支援（自由記述） ■ ■ ■ 

 
②小学生版で追加した項目  ※（ ）は、就学前版と部分的に重複があることを示す 

小学生版 
小学 

生版 
設問項目 

国の

案 

次世

代 23 

次世

代 21 

10 放課後・休日の過ごし方の現状  ■ ■ 

（11） 放課後・休日の過ごし方の希望 （■） ■ ■ 

放課後や休

日の過ごし

方 12 望ましい遊び場の条件  ■ ■ 

13 育成センターの利用状況。週頻度と利用時間 （■）  ■ 

13_1 利用の理由    

13_2 利用してのよかったこと    

13_3 改善要望    

13_4 時間延長の具体的な希望 （■）  ■ 

留守家庭児

童育成セン

ターの利用

状況や今後

の利用意向 
14_1 平日利用希望の理由   ■ 

19 放課後・休日の過ごし方    

20 育成センター利用の有無    

20_1 利用しての感想    

20_2 育成センターの高学年時の利用希望の有無    

21 近隣の遊び場の状況    

高学年児童

への設問 

22 希望する遊び場の条件    
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調査項目比較 

③国の案から省いた項目 

設問群 設問内容    

子育てにかかわっている関係者・施設 ■   

子育てに最も影響すると思う環境 ■   

子育てサポートに対する希望（自由記述) ■   

「一時預り等」の利用希望の事業形態。 ■  ■ 

育ちをめぐ

る環境 

親族・知人にみてもらった場合の困難度 ■  ■ 

 

④小学生には該当しないため、小学生版の調査で省いた項目 

就学前版で

の説問番号 
設問内容 

10 定期的な教育・保育事業の利用の有無 

10_1 定期的に利用している教育・保育事業内容 

10_2 定期的に利用している教育・保育事業の現在の利用日数時間 

10_3 定期的に利用している教育・保育事業の実施場所が居住行政区内か他行政区か 

10_4 利用している理由 

10_5 利用していない理由 

11 現状に関わらず利用したい事業 

11_1 利用したい事業の希望利用日数時間 

11_2 利用したい教育・保育事業の実施場所は居住行政区内か他行政区か 

11_3 事業選択の理由 

12 地域子育て支援事業の利用頻度状況 

13 地域子育て支援事業の利用希望及びその頻度 

16 土曜日と日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望。有無と頻度 

16_1 僅頻度利用希望の理由 

17 幼稚園利用者の長期休暇期間中の教育・保育事業利用希望。有無と頻度 

17_1 僅頻度利用希望の理由 

18 この１年間の病気・ケガによる定期的な教育・保育事業が利用できなかった経験の有無 

18_1 利用できなかった時の対処の方法と日数 

18_2 その際の「病児・病後児のための保育施設」利用希望の有無 

18_3 「病児・病後児のための保育施設」利用希望の事業形態 

18_4 利用希望しない理由 

18_5 父母休暇取得による看護希望の有無 

18_6 休暇取得による看護を希望しない理由 

19 私用・親の通院・不適の就労等の目的で不定期に利用している一時預り等 

19_1 利用していない理由 

20 利用希望。理由と日数。 

21 保護者の用事（冠婚葬祭、病気など）による泊を伴う預ける事態発生の有無と対処方法 

22 低学年就学時の放課後の過ごし方の見込み。居場所と頻度。 

23 高学年就学時の放課後の過ごし方の見込み。居場所と頻度。 

24 放課後児童クラブ利用希望者の土曜日と日曜日・祝日の利用希望。有無と利用時間。 

25 長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望。低高学年別の利用希望の有無と利用時間。 

26_1 育児休業給付、保険料免除の制度認知 

29_2 

職場復帰した場合の、保育所入所のタイミング、職場復帰時期の実際と希望、３歳までの

育児休暇制度がある場合の取得希望期間、希望の時期に職場復帰しなかった理由、育児休

業後の、職場復帰時の短時間勤務制度の利用の有無、短時間勤務制度を利用しなかった理

由、必ず利用可能な保育事業がある場合の、育児休業中からの職場復帰希望時期 
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